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自己関連効果(self-referenceeffect)とい う現象があ る(レ ビュー として、
加藤 ・丸野(1986)、遠藤(1988)、稲葉 ・林(1993)を参照)。この現象 は、
学習時 に記銘材料 を自己に関連 させ た場 合、記 銘材 料の物 理的な特性や意味
な特性 に関連 させ た場 合 よ りも高 い記憶成績が示 され る記憶 の ことである。
この 自己関連効果 とい う現 象は、学 習項 目を 自分に関連づけて学習す ること
によ り、強い現実性 が発 生す るために生 じるのではないか とい う指摘があ る
(原、1988)。
強い現実 感を 与える ものの一つ として知覚な要因が考 えられ る。学習項 目
を呈示す る際のモ ダリテ ィ、例えば視覚、聴覚な どが多様であ った り、 モダ
リテ ィ内部の特性 、例 えば視覚 で あれば、形、 奥行 き、陰影 が多様 であ る
と、現 実感は高 まる と予想で きる。その ことによって記憶課題の成績 は どの
ように変化 す る と予測 で きるだろ うか。精緻 化説(elaborationtheory)か
らす る と、呈示 モ ダリテ ィの特性 が 多様に なる と学 習項 目の精緻 な符号 化
が行われ、記憶 課題成績が 高 まると予測 される。転移適切 処理説(transfer
appropriateprocessingtheory、例 え ばMorris、Bransford&Franks、
1977)からす ると、学習項 目を呈示す るモ ダリテ ィと記憶課題 が行われるモ
ダリテ ィの類似度が高いほ ど記憶課題成績 は高 くなる と予測 される。すなわ
ち転移適切処理説 に従 うならば、学習項 目を呈示す るモダ リテ ィがただ単純
に多様 になったか らとい って、記憶成績 に影響 はない と予測 で きる。
そ こで、岡田(2008)では、学習時の視覚 モダ リテ ィにおいて、奥行 きに関
す る情報が立体視で与 えられ た場合 と与 え られない場 合を、空間配置に関す
る記憶課題(図1参 照)に おいて比較 した。 その結 果、奥行 き情報が立体視
で与 え られて も、記憶 課題 成績 は高 くなった とはい えない こ とが明 らか に
なった。 この結果 は、転 移適切処理 説か らの予測 に合致す る もので あった。


















2-1-2.実 験 計 画











した.20個を2つ に分けて,10個ずつを記銘材料セッ トとした.実 験全体
では、アルファベ ット呈示条件用に20個、ひらがな呈示条件用に20個、合
計40個を学習時の材料とした。被験者毎に、各呈示条件の1セ ットを両眼




2-1-4.装 置 お よ び 実 験 プ ロ グ ラ ム
学習材料 の呈示 お よび再認課題 が,Microsoft社のWindowsXP上にて行
われ た.呈 示 のために コンピュー タと液晶デ ィスプレイを用い た。 立体視 の
ための ステ レオ ・ス コープは用 いず、平 行立体視 を行わせ た。
実験 のプロ グラムは、MicrosoftVisualC++を利用 して作成 された。 刺激
材料 となる文字列 は、四角い部屋 の中 に浮かぶ ような状態 に知覚 される よう
に呈示 された(図2参 照)






学習は偶発学習事態において呈示された.ア ルファベ ッ トもしくはひら
がな20個の記銘材料の呈示が無作為な順番に呈示 された。呈示が終わった































































か という2条件か らなる立体視呈示要因を設定した.こ れらの条件を両眼立
体視条件,非 両眼立体視条件 とよぶことにする.両 要因共に被験者内要因で
あった.
3-2-3.材 料
無意味条件のひらがなの綴 りは、実験1と 同様の手続 きで作成 した。有意




とけい、や さい、かみ な り、で んわ
き、しゃ しん、ろ うか ち ゅうが く、
おんが く、ひ こうき、 どん ぐり、で
んち、か ばん、ほんだ な、ようふ く、




そあ きろ、か なつて、ふ さほて、て
んす おろて、るに しい、そ もひほ、




学習時にA5サ イズの紙の中心に学習材料を1個 ずつ印刷 したカー ドを、
シャフルし、無作為な順番で1枚 を約3秒 の呈示時間になるように机の ヒに








結果 は、表3の ようにな り、全体 に両 眼立体視条件が非両眼立体 視条件 よ り
高 い成績 を示 してい た。2要 因の分散 分析 を した。 その結果、交互作 用は認
め られず(F(122)=0.082,ns)、立体視呈示要因の主効果 のみが 有意であ っ
た(F(1,22)=5.338,p<=.05))。す なわ ち、両 眼立 体視 条件 が非 両眼立 体
視条件 よ り高 い再認記憶課題成績 を示 した。
表3.実 験2に おける再認課題の課題成績
有意味条件 無意味条件
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